
症例
:27

●41歳 女

意識消失発作 を主訴 として某医受診 し、徐脈 を指摘 された。
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1)こ の症例は f波を有 し、心房細動 と考 えられ るが RR間隔は一定である。

なぜか。

2)治療 は どうすればよいか。
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【症例 27】

①

由電図診断 心房細動 十完全房室ブロック、心室性補充調律
P波がな く、基線が細か くゆれている(f波 )――→心房細動
RRFHl隔は等 しい。QRS波は幅広 く、 約0.12秒――)完全房室ブロック +フ由、室
性補充調津

心房細動ではRR間 隔はまった く不規則で、絶対不整脈でなければならない。
心房細動があ りなが ら RR間隔が一一定である場合には、完全房室ブロックと
下位中枢の 自動 を考えなければならない。

治療 としては、意識消失発作の再発 を防 ぐため、心拍数 を増加 させ る必要が

ある。房室ブロックがあるため、ア トロピンの効果は期待で きず、イソプロ

テレノールの内服 または点滴静注が用いられる。薬剤により、意識消失発作

が予防で きない場合にはペースメーカオ直込みを考慮すべ きである。 ジギタ リ

ス中毒が考 えられる場合はジギタ リス剤 を中止す る。

解 説


